
道路建設事業の再評価項目調書

事業名 一般国道375号 東 広 島・呉道路 事業 一般国道 事業 中国地方整備局
ひがしひろしま くれ

区分 主体

起終点 自：広島県呉市阿賀中 央５丁目 延長
ひろしま くれ あ が ちゅうおう

至：広島県東 広 島市高屋 町 溝口 ３２．８km
ひろしま ひがしひろしま た か やちょうみぞぐち

事業概要

東 広 島・呉道路は、山陽自動車道、広島呉道路とともに広島都市圏東部地域で循環型高速ネットワー
ひがしひろしま くれ

クを形成する高規格幹線道路で、沿線都市間の交流・連携を促進させ、地域の発展に寄与する延長32.8km

の自動車専用道路である。

Ｈ５年度事業化 Ｈ２年度都市計画決定 Ｈ５年度用地着手 Ｈ７年度工事着手
（Ｈ１６年度変更）

全体事業費 １，９２５億円 事業進捗率 ６２％ 供用済延長 ７．３km
計画交通量 16,700～24,700 台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １．９ 815 / 2,010 億円 3,656 / 3,780 億円 平成１９年(事業全体)

3,348/3,464億円事業費： 676/1,872 億円 走行時間短縮便益：
億円 走行費用減少便益：213 /215 億円(残事業) ４．５ 維持管理費：139/139

交通事故減少便益： 95 /100 億円
感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

交通量変動 ：B/C＝ ５．２（交通量+10％） B/C＝ ３．８（交通量-10％）
事業費変動 ：B/C＝ ４．１（事業費+10％） B/C＝ ４．９（事業費-10％）

事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（呉市から広島空港までのリムジンバス所要時間の短縮が見込まれる）
・物流効率化の支援（重要港湾呉港から山陽自動車道へのアクセス向上が見込まれる）他１３項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
東広島・呉道路は、地域交流の促進、交通混雑の緩和等に重要な役割を果たすことが期待されており、
、 、 、 、 「 」呉市 東広島市 竹原市 江田島市 熊野町の首長で構成される 東広島呉自動車道建設促進期成同盟会

により、一層の建設促進について要望（平成１９年１１月７日）を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
広島大学の総合移転、近畿大学工学部の移転統合、及び広島中央テクノポリスの建設による急速な発展

に伴う自動車交通の増加が、国道３７５号の慢性的な交通混雑を引き起こすとともに、広域交通拠点（広
島空港、重要港湾呉港、新幹線東広島駅、山陽自動車道西条ＩＣ）へのアクセスを阻害している。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成18年度末時点で、用地買収については９２％が完了。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
平成19年11月に、上三永IC～馬木IC間7.3kmを供用済。平成20年代半ばの暫定2車線供用を目指し、事業

を進めているところである。
施設の構造や工法の変更等
新技術の活用（アフターボンド工法、ＰＣコンポ橋の導入）等によりコスト縮減を図っている。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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タ
ー

ミ
ナ

ル
、

マ
リ

ー
ナ

）
か

ら
発

生
す

る
港

湾
関

連
交

通
を

安
全

・
円

滑
に

処
理

す
る

た
め

、
マ

リ
ナ

大
橋

（
仮

称
）

と
東

広
島

・
呉

道
路

と
の

連
絡

が
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

そ
の

他
■

そ
の

他
、

対
象

地
域

や
事

業
に

固
有

の
事

情
等

、
以

上
の

項
目

に
属

さ
な

い
効

果
が

見
込

ま
れ

る
広

島
都

市
圏

を
構

成
す

る
呉

市
、

東
広

島
市

の
一

体
的

な
発

展
の

た
め

の
機

能
強

化
が

図
れ

る
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東
広

島
・

呉
道

路

一
般
国
道
3
7
5
号

東
広
島
・
呉
道
路

国
土
交
通
省

中
国
地
方
整
備
局

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
く

れ
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東
広

島
・

呉
道

路
１
．
位

置
図

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

く
れ

・
東

広
島

・
呉

道
路

は
、
広

島
県

の
中

央
部

に
位

置
し
、
山

陽
自

動
車

道
と
呉

市
を
結

ぶ
延

長
３
２
．
８
ｋ
ｍ
の
一

般
国

道
自

動
車

専
用

道
路

で
、
全

国
的

な
自

動
車

交
通

網
を
構

成
す
る
高

規
格

幹
線

道
路

の
一

部
を
担

う
道

路
で
あ
る
。

０
１

０
２

０
㎞

5
4

２

3
7
5

山
陽
自
動
車
道

中
国
縦
貫
自
動
車
道

広
島
県

5
4

3
7
5

3
7
5

２

２

２

東
広
島
・
呉
道
路

L
=
3
2
.
8
k
m

高
速

道
路

・
一

般
有

料
道

路

直
轄
国
道

補
助
国
道

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

く
れ

山
陽
新
幹
線

広
島
空
港

東
広
島
駅

呉
港

(呉
地

区
)
呉

港
(阿

賀
地
区

)
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東
広

島
・

呉
道

路

至
広
島

至
三
原

至
竹
原

至
広
島

東
広

島
・

呉
道

路
Ｌ

＝
32
.
8
km

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

く
れ

暫
定

供
用

区
間

L
=
7
.3
km

（
H
1
9
.1
1
.3
暫

定
供

用
）

２
．
事

業
概

要
及

び
経

緯
（
１
）
事
業
概
要

事
業
の
目
的

郷
原

大
橋

東
交

差
点

（
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
）

中
川
交
差

点
（
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
）

な
か

が
わ

計
画

概
要

起
終

点
起
点
：
呉
市
阿
賀
中
央
５
丁
目

終
点
：
東
広
島
市
高
屋
町
溝
口

計
画

延
長

L
=
3
2
.8
km

道
路

規
格

第
１
種
第
３
級

設
計

速
度

8
0
km

/
h

車
線

数
４
車
線

▼
ト

ン
ネ
ル

区
間

標
準

断
面
図

▼
橋
梁
区
間

広
大

橋
東

詰
交

差
点

（
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
）

ひ
ろ
お
お
は
し
ひ
が
し
づ
め

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

た
か

や
ち
ょ
う

み
ぞ
ぐ
ち

く
れ

あ
が

ち
ゅ

う
お

う

ご
う
ば
ら
お
お
は
し
ひ
が
し

▼
土

工
区
間

※
点
線
部
分
は
将
来
計
画
（
当
面
暫
定
(2
車
線

)整
備
）

〇
広
島
広
域
都
市
圏
の
経
済
・
産
業
・
文
化
の
発
展

東
広

島
・
呉

道
路

は
、
高

規
格

幹
線

道
路

の
う
ち
、
一

般
国

道
自

動
車

専
用

道
路

と
し
て
国

土
交

通
大

臣
が

指
定

し
た
路

線
で
あ
り
、

広
島

呉
道

路
、
東

広
島

・
安

芸
バ

イ
パ

ス
と
と
も
に
、
広

島
市

、
東

広
島

市
、
呉

市
を
つ
な
ぐ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

道
路

網
を
形

成
し
、
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
計

画
を
は

じ
め
と
す
る
各

種
開

発
計

画
を
促

進
し
、
地

域
の

発
展

に
貢

献

〇
都

市
間
の

連
携

・
交

流
の

拡
大

東
広

島
市

と
呉

市
の

連
携

を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
周

辺
地

域
か

ら
山

陽
自

動
車

ま
で
の

所
要

時
間

が
渋

滞
解

消
等

に
よ
り
、
大

幅
に
短
縮

す
る
こ
と
で
、
高
速

道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利

便
性

が
向
上
さ
れ

、
広

い
範
囲

で
地
域

間
の

交
流
が
活

発

〇
広

域
交
通

拠
点

と
の
連

絡
強
化

海
の

玄
関

口
で
あ
る
重

要
港

湾
呉

港
、
山

陽
新

幹
線

東
広

島
駅

、
広

島
空

港
な
ど
を
結

び
、
陸
・
海

・
空

の
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

連
絡

を
強

化

・
東

広
島

・
呉

道
路

は
、
高

規
格

幹
線

道
路

の
う
ち
、
一

般
国

道
自

動
車

専
用

道
路

と
し
て
国

土
交

通
大

臣
が
指

定
し
た
路

線
で
あ
り
、
広

島
広

域
都

市
圏

の
経

済
・
産

業
・
文

化
の
発

展
、
都

市
間

の
連

携
・
交

流
の
拡

大
、
広

域
交

通
拠

点
と
の
連

絡
強

化
を
図

る
こ
と
を
目

的
と
し
た

４
車

線
の
自

動
車

専
用

道
路

で
あ
る
。

広島呉道路
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東
広

島
・

呉
道

路
２
．
事

業
概

要
及

び
経

緯
（
２
）
事
業
の
経
緯

・
平

成
５
年

度
に
事

業
着

手
し
、
平

成
１
９
年

１
１
月

に
馬

木
ＩＣ

～
上

三
永

ＩＣ
間

を
暫

定
２
車

線
で
供

用
さ
せ
て
い
る
。

至
広
島

至
三
原

至
竹
原

至
広
島

東
広

島
・

呉
道

路
Ｌ

＝
32
.
8
km

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

く
れ

暫
定

供
用

区
間

L
=
7
.3
km

（
H
1
9
.1
1
.3
暫

定
供

用
）

事 業 経 緯

阿
賀
ＩＣ

～
郷
原
ＩＣ

郷
原
ＩＣ

～
馬
木
ＩＣ

馬
木
ＩＣ

～
東
広
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ

平
成
元
年
度

基
本
計
画
決
定
（
平
成
元
年
8
月
）

平
成

２
年

度
都

市
計

画
決

定
（
平

成
2
年

1
1
月

）

平
成

３
年

度
整
備
計
画
決
定
（
平
成
3
年
1
2
月
）

平
成

５
年

度
整
備
計
画
決
定
（
平
成
5
年
7
月
）

事
業
着
手

事
業
着
手
・
用
地
着
手

平
成

７
年

度
工
事
着
手

平
成

９
年

度
用

地
着

手

平
成
１
１
年
度

工
事
着
手

平
成
１
３
年
度

用
地
着
手

平
成
１
６
年
度

都
市
計
画
変
更
（
平
成
1
7
年
2
月
）

平
成
１
９
年
度

工
事
着
手

馬
木
ＩＣ

～
上
三
永
ＩＣ

（
平
成
1
9
年
1
1
月

2
/
4
車
供
用
）

区
間

年
度

ひ
が

し
ひ
ろ

し
ま

う
ま

き
う
ま
き

ご
う
ば
ら

ご
う
ば
ら

あ
が

広島呉道路
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東
広

島
・

呉
道

路
２
．
事

業
概

要
及

び
経

緯
（
３
）
工
事
の
進
捗
状
況

・
写

真
①

～
⑥

は
各

区
間

の
現

況
で
、
①

～
③

が
事

業
中

区
間

、
④

～
⑥

が
暫

定
供

用
区

間
の
現

況
を
写

し
た
も
の
で
あ
る
。

至
広
島

至
三
原

至
竹
原

至
広
島

東
広

島
・

呉
道

路
Ｌ

＝
32
.
8
km

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

く
れ

暫
定

供
用

区
間

L
=
7
.3
km

（
H
1
9
.1
1
.3
暫

定
供

用
）

①
阿

賀
IC

(仮
称

)か
ら

郷
原

方
面

を
望

む

②
郷

原
IC

(仮
称

)か
ら

黒
瀬

方
面

を
望

む

1

2
3

5 4

6

⑤
下

三
永

福
本

IC
か

ら
上

三
永

方
面

を
望

む
③

黒
瀬

IC
(仮

称
)か

ら
熊

野
町

方
面

を
望

む

④
下

三
永

福
本

IC
か

ら
馬

木
方

面
を

望
む

⑥
上

三
永

IC
か

ら
下

三
永

方
面

を
望

む

一
般
国
道
1
8
5
号

山
陽
新
幹
線

馬
木

IC

至
上

三
永

IC

至
馬

木
IC

至
上

三
永

IC

至
下

三
永

福
本

IC

一般国道２号

至
東

広
島

市
街 至

東
広

島
J
C
T

(仮
称

)

横
路
ト
ン

ネ
ル

(仮
称
)

郷
原

工
業

団
地

広島呉道路
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東
広

島
・

呉
道

路
３
．
現

道
の

状
況

（
１
）
渋
滞
の
発
生
状
況

・
国

道
３
７
５
号

の
交

通
量

・
混

雑
度

と
も
増

加
し
て
お
り
、
混

雑
が
慢

性
化

し
て
い
る
。
（
東

広
島

市
黒

瀬
町

乃
美

尾
付

近
）

・
主

要
渋

滞
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
広

大
橋

東
詰

交
差

点
、
郷

原
大

橋
東

詰
交

差
点

及
び
中

川
交

差
点

の
３
箇

所
が
存

在
し
、

い
づ
れ
の
交

差
点

も
ピ
ー
ク
時

に
は
1
ｋ
ｍ
前

後
の
渋

滞
が
発

生
。

暫
定

供
用

区
間

L
=
7
.3
km

（
H
1
9
.1
1
.3
暫

定
供

用
）

東
広

島
・

呉
道

路
Ｌ

＝
32
.
8
km

至
広
島

至
三
原

至
竹
原

至
広
島

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

く
れ

ご う ば ら お お は し ひ が し

郷 原 大 橋 東 交 差 点

な か が わ

中 川 交 差 点

渋
滞
長
：
9
2
0
m

通
過
時
間
：
7
分

※
H
1
7
年
1
0
月
調

査
渋
滞
長
：
1
,2
1
0
m

通
過
時
間
：
1
0
分

※
H
1
7
年
1
0
月
調

査

ひ ろ お お は し ひ が し づ め

広 大 橋 東 詰 交 差 点

渋
滞
長
：
5
3
0
m

通
過
時
間
：
9
分

※
H
1
6
年
1
0
月
調

査

②
郷
原
大

橋
東

交
差

点
付

近
の

朝
ピ
ー
ク
時

混
雑

状
況

（
東

広
島

方
面

を
望

む
）

③
広

大
橋

東
詰

交
差
点
付
近

の
朝

ピ
ー
ク
時

混
雑

状
況

（
呉

市
街

地
方

面
を
望

む
）

1

3

2

主
要
渋

滞
ポ
イ
ン
ト

渋
滞
方

向

写
真
撮

影
方
向

1

●
東
広
島
市
黒
瀬
町
乃
美
尾
付
近
の
混
雑
度
と
交
通
量
推
移

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

く
ろ
せ

の
み
お

渋
滞
長
：
1
,1
0
0
m

通
過
時
間
：
1
4
分

※
H
1
6
年
1
0
月
調

査

1
8
,7
0
0

1
8
,5
0
0

1
8
,5
0
0

2
0
,2
0
0

1
.3
9

1
.3
7

1
.3
7

1
.5
0

0
.0
0

0
.5
0

1
.0
0

1
.5
0

2
.0
0

2
.5
0

3
.0
0

0

5
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
5
,0
0
0

2
0
,0
0
0

2
5
,0
0
0

3
0
,0
0
0

平
成

6
年

平
成

9
年

平
成

1
1
年

平
成

1
7
年

混雑度

交通量（台／日）

交
通
量

混
雑
度

資
料

：
道
路

交
通
セ
ン

サ
ス

平
成
1
1
年
か
ら

平
成
1
7
年
に
か
け

て
交

通
量

・
混
雑

度
と
も
に
増

加
傾
向

御
薗
宇
バ

イ
パ
ス

み
そ
の
う

広島呉道路

の
み

お

①
上

保
田

交
差

点
(黒

瀬
町

)付
近

の
朝

ピ
ー
ク
時

混
雑

状
況

（
呉

方
面

を
望

む
）

ひ
ろ
お
お
は
し
ひ
が
し
づ
め

ご
う
ば
ら
お
お
は
し
ひ
が
し
づ
め

な
か
が
わ
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東
広

島
・

呉
道

路
３
．
現

道
の

状
況

（
２
）
事
故
発
生
要
因
の
考
察

至
広
島

至
音
戸

資
料

／
H
1
4
～

H
1
7
事

故
統

合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

2
3
8
.0

件
/
億
台
キ
ロ

至
広
島

3
4
7
.9

件
/
億
台
キ
ロ

2
6
6
.5

件
/
億
台
キ
ロ

3
3
3
.8

件
/
億
台
キ
ロ

2
8
4
.2

件
/
億
台
キ
ロ

至
竹
原

広

郷
原

大
橋

東

上
保

田

黒
瀬

郵
便

局
前

賀
茂

医
療

セ
ン
タ
ー
入

口
国

近

樋
ノ
詰

橋
東

東
子

中
川

御
条

道
照

西
条
中
央
3

広
島

中
央

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
入

口

死
傷

事
故

率
（

5
0
0
ｍ

ﾋ
ﾟｯ
ﾁ
）

（
H
1
4
～

H
1
7
平

均
値

）

ひ
ろ

か
み
ぼ
う
だ

ご
う
ば
ら
お
お
は
し
ひ

が
し

く
ろ
せ
ゆ
う
び
ん
き
ょ
く
ま
え

か
も
い
り
ょ
う

ひ
ろ
し
ま
ち
ゅ
う
お
う

ど
う
し
ょ
う

さ
い
じ
ょ
う
ち
ゅ
う
お
う

な
か
が
わ

み
じ
ょ
う

く
に
ち
か

あ
ず
ま
こ

ひ
の
つ
め
ば
し
ひ
が
し

・
東

広
島

市
中

心
部

で
は
、
渋

滞
を
起

因
と
し
た
停

止
車

両
へ
の
追

突
事

故
、
沿

道
施

設
か
ら
の
出

入
車

両
に
よ
る
出

会
頭

事
故

や
右

左
折

時
の
事

故
の
割

合
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

・
東

広
島

市
黒

瀬
町

中
心

部
で
は
、
渋

滞
を
起

因
と
し
た
停

止
車

両
へ
の
追

突
事

故
の
割

合
が
多

く
半

数
以

上
を
占

め
る
。

8
8

3
1

7

2
6

8
1
5

1
6

3
7

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

前 方 不 注 意

安 全 不 確 認

交 差 点 安 全 通 行

義 務 違 反

動 静 不 注 意

信 号 無 視

ブ レ ー キ 操 作

車 間 距 離 不 保 持

そ の 他

9
1

7
6

1
9

2
5

8
1
6

2
4

5
2

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

前 方 不 注 意

安 全 不 確 認

交 差 点 安 全 通 行

義 務 違 反

動 静 不 注 意

信 号 無 視

ブ レ ー キ 操 作

車 間 距 離 不 保 持

そ の 他

2
2
8
件
/
4
年

人
対
車
両

1
8
件

(
7
.9
%
)

正
面
衝
突

1
2
件

(
5
.3
%
)

出
会
頭

2
8
件

(
1
2
.3
%
)

追
突

1
3
8
件

(
6
0
.5
%
)

右
左
折
時

1
8
件

(
7
.9
%
)

そ
の
他

7
件

(
3
.1
%
)

(
件
/
4
年
)

停
止

車
両

へ
の
追

突
1
2
1
件

(
5
3
.1
%
)

（
上

保
田

交
差

点
～

国
近

交
差

点
）

（
広

島
中

央
ｻ
ｲ
ｴ
ﾝ
ｽ
ﾊ
ﾟｰ
ｸ
入

口
交

差
点

～
西

条
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
入

口
交

差
点

）

3
1
1
件
/
4
年人

対
車
両

1
6
件

(
5
.1
%
)

正
面
衝
突

7
件

(
2
.3
%
)

出
会
頭

5
7
件

(
1
8
.3
%
)

追
突

1
3
9
件

(
4
4
.7
%
)

右
左
折
時

7
1
件

(
2
2
.8
%
)そ

の
他

1
6
件

(
5
.1
%
)

(
件
/
4
年
)

停
止

車
両

へ
の
追

突
1
2
8
件

(
4
1
.2
%
)

○
東

広
島
市

黒
瀬

町
中

心
部

で
、
交

差
点

付
近
の
事
故
が
多
発
。

○
渋
滞
を
起
因
と
し
た
停
止
車
両
へ
の
追
突
事
故
が
多
く
、
半
数
以
上
を
占
め
る
。

○
東
広
島
市
中
心
部
で
、
事
故
が
多
発
。

○
沿

道
施
設

か
ら
の
出
入

車
両
に
よ
る
出

会
頭

事
故
や
右

左
折
時

の
事
故
、
渋
滞

を
起

因
と
し
た
追
突
事
故

の
割
合
が
多
い
。

か
み
ぼ
う
だ

ひ
ろ
し
ま
ち
ゅ
う
お
う

く
に
ち
か

さ
い
じ
ょ
う

車
両
相
互

7
件

(
3
.1
%
)

車
両
単
独

5
件

(
1
.6
%
)

【
東

広
島
市

黒
瀬

町
中

心
部

の
事

故
発
生
状
況
】

【
東

広
島
市

中
心

部
の

事
故

発
生

状
況

】
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東
広

島
・

呉
道

路

東
広

島
・

呉
道

路
Ｌ

＝
32
.
8
km

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

く
れ

暫
定

供
用

区
間

L
=
7
.3
km

（
H
1
9
.1
1
.3
暫

定
供

用
）

４
．
事

業
効

果
（
１
）
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
（
渋
滞
緩
和
効
果
）

：
渋

滞
損

失
時
間

・
死
傷

事
故
件

数
算

出
範

囲

渋
滞
損
失
の
削
減
量

※
Ｈ
４
２
交

通
量

配
分

結
果

を
も
と
に
、
東

広
島

・
呉

道
路

の
整

備
有

無
の

ケ
ー
ス
の

交
通

量
・
旅

行
速

度
を
用

い
て
算

出
※

Ｈ
４
２
交

通
量

配
分

結
果

を
も
と
に
、
東

広
島

・
呉

道
路

の
整

備
有

無
の

ケ
ー
ス
の

交
通

量
を
用

い
て
算

出
〔

交
通

事
故

減
少
原

単
位
の
改

訂
案
に

つ
い
て
、

平
成

1
5
年
３
月
、

国
土
交

通
省
〕

死
傷
事
故
件
数
の
削
減
量

0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

5
,0
0
0

6
,0
0
0

整
備

無
整
備

有

渋滞損失時間（千人時間/年）

約
63
%
削
減

約
1,
25
0

約
3,
42
0

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

整
備

無
整

備
有

約
35
%
削
減

約
20
0

約
13
0

死傷事故件数（件/年）

・
渋

滞
緩

和
効

果
（
渋

滞
損

失
時

間
が
約

6
3
%
削

減
）
、
事
故
減
少
効
果
（
死

傷
事

故
件

数
が
約

3
5
%
削

減
）
が
期

待
さ
れ
る
。

・
こ
れ
に
よ
り
、
円

滑
で
安

全
な
交

通
流

の
確

保
が
期

待
さ
れ
る
。

広島呉道路
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東
広

島
・

呉
道

路
４
．
事
業
効
果

（
２
）
沿
道
環
境
の
改
善
〔
便
益
算
定
リ
ン
ク
〕

N
O
X排

出
量

SP
M
排

出
量

CO
2排

出
量

■
排

出
量

算
出
範
囲

N
ox
，
SP
M

，
C
O
2
:

広
島

市
・
呉

市
・
東

広
島
市
・

竹
原
市

・
三
原
市

・
尾
道

市
・

熊
野

町
・
坂

町
・
府

中
町
・
海

田
町
・

黒
瀬
町
・

安
浦
町

・
川
尻

町
・
安

芸
津
町

・
本
郷
町

・
河
内

町

資
料
：
客

観
的
評
価

指
標
の

定
量
的
評

価
指
標

の
算
出
手

法
（
案

）

（
t/
年
）

（
千
t/
年
） 0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

5
,0
0
0

整
備
無

整
備

有

約
3,
03
0

約
3,
03
0変

化
な
し

0

5
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
5
,0
0
0

2
0
,0
0
0

整
備

無
整

備
有

（
t/
年
）

約
11
,4
00

約
11
,4
00

変
化

な
し

0

5
0
0

1
,0
0
0

1
,5
0
0

2
,0
0
0

整
備

無
整
備

有

約
1,
01
0

約
1,
00
0

ほ
ぼ
変

化
な
し

・
Ｎ
Ｏ
ｘ
，
Ｓ
Ｐ
Ｍ
，
Ｃ
Ｏ

2
排

出
量

は
、
東

広
島

・
呉

道
路

の
整

備
有

り
・
無

し
で
、
変

化
し
な
い
。
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東
広

島
・

呉
道

路

至 岩 国

高
次
都
市
機
能

を
総
合
的
に
備
え
た

広
島
市

高
次
教
育
と

学
術
研
究
に
特
化
し
た

東
広
島
市

至 竹 原

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

くれ

東
広
島
・呉

道
路

鉄
鋼

･
造

船
･
機
械

な
ど
の
臨

海
工

業
群

や
人

気
の
観

光
施

設
が
立

地
す
る

呉
市

都
市
機
能
を
補
完

し
た
連
携
が
必
要

４
．
事

業
効

果
（
３
）
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
（
都
市
間
の
時
間
短
縮
効
果
）

【
都
市
間
の
連
携
・
交
流
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
】

・
呉

市
と
東

広
島

市
の
直

結
に
よ
り
所

要
時

間
が
約

４
０
分

短
縮

。
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
な
ど
沿

線
開

発
計

画
や
地

域
経

済
・
産

業
・
文

化
等

の
発

展
、
地

域
間

交
流

の
促

進
が
期

待
さ
れ
る
。

◇
呉
市
役
所
～
東
広
島
市
役

所
間
の
所
要
時
間

［
現
況
］

国
道

3
7
5
号

経
由

：
8
5
分

［
将

来
］

東
広

島
・

呉
経

由
：

4
5
分

約
4
0
分
短
縮

く れ
呉 市 役 所

ひ が し ひ ろ し ま

東 広 島 市 役 所

※
現

況
所

要
時

間
は

H
1
7
ｾ
ﾝ
ｻ
ｽ
混

雑
時

旅
行

速
度
、
将

来
は

東
広
島

・
呉
道

路
が
全

線
整
備

さ
れ

た
条

件
で
、
規

制
速

度
等

に
よ
り
算

定
〔
東
広

島
・
呉

道
路
の

設
定

速
度

は
Ｖ
＝
8
0
km

/
h
〕

5
0

9
0

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

将来

所要時間

現況

所要時間

所
要

時
間

（
分

）

約
40
分
短

縮

東
広

島
市

～
呉

医
療

セ
ン
タ
ー
へ
の
所
要

時
間

※
現
況
所
要
時
間
は
H
1
7
ｾ
ﾝ
ｻ
ｽ
旅

行
速

度
、
将

来
所

要
時

間
は

東
広
島
・
呉
道
路
V
=8
0k
m
/h

と
し
て
算
出

【
第
三
次
医
療
施
設

と
の
連
絡
強
化
】

◇
東

広
島

市
と
呉

医
療

セ
ン
タ
ー
の

所
要

時
間

・
東
広
島
市
か
ら
呉
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
所
要
時
間
が
４
０
分
短
縮
さ
れ

る
。

【
東
広
島
市
か
ら
第
三
次
医
療
施
設
へ
の

Ｈ
１
８
搬
送
実
績
】

・
東
広
島
市
→
呉
医
療
セ
ン
タ
ー
4
4
件

・
東
広
島
市

→
広
島
市
第
三
次
医
療
施
設
2
4
件

資
料
：
東

広
島
市
消

防
局
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東
広

島
・

呉
道

路
４
．
事

業
効

果
（
３
）
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
（
高
速
ＩＣ

へ
の
時
間
短
縮
効
果
）

・
産

業
団

地
及

び
呉

港
か
ら
高

速
ＩＣ

な
ど
へ
の
時

間
短

縮
が
図

ら
れ
、
物

流
効

率
化

に
よ
る
地

域
経

済
の
活

性
化

が
期

待
さ
れ
る
。

4
0

9
5

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

将来

所要時間

現況

所要時間

所
要
時

間
（
分
）

5
0

9
0

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

将来

所要時間

現況

所要時間

所
要
時
間
（
分
）

【
産
業
団
地
と
高
速
Ｉ
Ｃ
と
の
連
絡
強
化
】

◇
重

要
港

湾
呉

港
と
高
速
ＩＣ

の
所

要
時
間

・
呉

港
か
ら
山
陽

道
へ

の
所

要
時

間
が

約
55

分
短

縮
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
ＩＳ

Ｏ
規
格
海
上
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
輸
送
経
路
（
呉
港
川
原
石
地
区
～

山
陽

自
動
車

道
）
が

確
保
さ
れ

る

・ま
た
、
阿
賀
マ
リ
ノ
ポ
リ
ス
地
区
（
内
貿
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
か
ら
広
島

中
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域
へ
の
複
合

一
貫

輸
送

に
対

応
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
確
保
さ
れ
る

◇
産

業
団

地
か

ら
高

速
ＩＣ

へ
の

２
０
分

ア
ク
セ
ス

・
東
広
島
・
呉
道
路
の
全
線
供
用
に
よ
り
、
東
広
島
市
・
呉
市
の
産
業
団
地
15

箇
所
が
新
た
に
高
速
IC
へ
の

２
０
分
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る
（新

規
団
地
含
む
）

《
産

業
団

地
か

ら
高

速
IC

へ
の

2
0
分

ア
ク

セ
ス

》

資
料

：
H
1
1
・
H
1
7
道
路

交
通

セ
ン
サ

ス
※
現
況
は
「
ひ
ろ
し
ま
の
道

づ
く
り
」
に
よ
る
H
1
5
実
績
。

東
広
島
・
呉
道
路
道
整
備

後
は
新
規
産
業
団
地

（
H
1
9
現
在
）
を
加
え
、
H
1
7
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
旅

行
速
度
で
算
出
。

東
広

島
・
呉

道
路

の
供

用
に

よ
り
ア
ク
セ
ス
可

能

【
重
要
港
湾
呉
港
と
山
陽
道
と
の
連
絡
強
化
】

約
55
分
短

縮

約
40
分
短

縮

※
現
況
所
要
時
間
は
H
1
7
ｾ
ﾝ
ｻ
ｽ
旅
行
速
度
、
将
来
所
要
時
間
は
東
広
島
・
呉
道
路

V
=
80
km

/h
と
し
て
算
出

（
現

況
は

呉
港
～

西
条

IC
の
所

要
時
間
、
将
来

は
呉

港
～

東
広
島
J
C
T
の
所

要
時
間

）

◇
呉
港
～

山
陽
自
動

車
道
所

要
時
間

◇
呉
港
～

東
広
島
市

所
要
時

間

※
現
況
所
要
時
間
は
H
1
7
ｾ
ﾝ
ｻ
ｽ
旅
行
速
度
、
将
来
所
要
時
間
は
東
広
島
・
呉

道
路
V
=
8
0
km

/
h
と
し
て
算
出

【
阿

賀
マ
リ
ノ
ポ
リ
ス
地
区
】

マ
リ

ー
ナ

マ
リ

ノ
大

橋

物
流

タ
ー

ミ
ナ

ル

ご
う

ば
ら

あ
が

ひがしひろしま くれ

や
す
み
や
ま

休
山
新
道

阿
賀
マ
リ

ノ
ポ
リ

ス
地
区

臨
港
道
路

臨
港

道
路
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東
広

島
・

呉
道

路

馬 木 IC
下 三 永 福 本 IC

上 三 永 IC

1
4
5
台

1
4
1
2
台

2
6
4
3
台

1
9
,7
5
9

1
6
,0
8
4

4
,0
5
5

0

5
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
5
,0
0
0

2
0
,0
0
0

2
5
,0
0
0

供
用

前
馬

木
IC
-
上
三

永
IC

供
用

（
台

/
日

）

東
広
島

・
呉

自
動

車
道

国
道

3
7
5
号

2
3
,8
1
8

2
1
,8
0
7

2
,7
8
8

0

5
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
5
,0
0
0

2
0
,0
0
0

2
5
,0
0
0

3
0
,0
0
0

供
用

前
馬

木
IC
-
上
三

永
IC

供
用

（
台

/
日

）

東
広

島
・

呉
自

動
車

道
国

道
2
号

1
,5
5
7

0

5
0
0

1
,0
0
0

1
,5
0
0

2
,0
0
0

2
,5
0
0

3
,0
0
0

馬
木
IC
-
上

三
永

IC

供
用

（
台

/
日

）

東
広
島

・
呉

自
動

車
道

※
資

料
（

供
用

前
）

平
成

1
9
年

1
0
月

2
9
日

（
月

）
調

査
結

果
（

供
用

後
）

平
成

2
0
年

1
月

2
4
日

（
木

）
調

査
結

果
い

づ
れ

も
2
4
時

間
調

査

・
東

広
島

・
呉

道
路

の
交

通
量

は
、
上

三
永

ＩＣ
～

下
三

永
福

本
ＩＣ

間
で
2
,8
0
0
台
／
日
、
下
三
永
福
本
ＩＣ

～
馬
木
ＩＣ

間
で
4
,1
0
0
台
／
日

が
利

用
し
て
い
る
。

・
東

広
島

・
呉

道
路

の
大

型
車

混
入

率
は
、
上

三
永

ＩＣ
～

下
三

永
福

本
ＩＣ

間
が
４
１
％

と
な
っ
て
お
り
、
大

型
車

の
利

用
が
多

い
。

４
．
事

業
効

果
（
４
）
部
分
供
用
区
間
の
利
用
実
態

〔
大

型
車

混
入
率
4
1
％
〕

〔
大

型
車

混
入
率
1
7
％
〕

〔
大

型
車

混
入
率
4
5
％
〕

か
み

み
な

が
し

も
み

な
が

ふ
く

も
と

し
も

み
な

が
ふ

く
も

と
う

ま
き

〔
大

型
車

混
入
率
1
7
％
〕

〔
大

型
車

混
入
率
2
0
％
〕

〔
大

型
車

混
入
率
4
2
％
〕

う ま き
し も み な が ふ く も と

か み み な が

〔
大

型
車

混
入
率
3
6
％
〕

か
み

み
な

が
し

も
み

な
が

ふ
く

も
と
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５
．
コ
ス
ト
縮

減
に
関

す
る
取

り
組

み
新
工
法
の

導
入

Ｐ
Ｃ
コ
ン
ポ
橋
は

、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
板

を
使

用
し
た
Ｐ
Ｃ
合

成
桁

橋
で
す
。

・
工

期
の
短

縮
・

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

の
低

減
・

現
場

作
業

短
縮

に
よ

る
騒

音
振

動
の

低
減

・
架

設
時
の

安
全

性
向

上
、

吊
足

場
の

削
減

が
図

ら
れ
ま

す
。

（
従
来
工
法
）

Ｒ
Ｃ

床
版

Ｐ
Ｃ
桁

プ
レ
キ
ャ

ス
ト
Ｐ
Ｃ

版

主
桁
本
数
の
減
少

Ｐ
Ｃ
桁

■
新
工
法
の
導
入

Ｐ
Ｃ
コ
ン
ポ
橋

の
導
入
（
下
三
永
第
三
橋
：
H1
7年

度
完
）

下
三
永
第
三
橋
：
施
工

状
況

写
真

■
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減

耐
候
性
鋼
材
の
採
用
（
下
三
永
福
本
高
架
橋
：
H1
5年

度
完
）

耐
候
性
鋼
材
の
採
用

に
よ

り
、

塗
装

及
び

塗
り

替
え

が
不

要
に

な
り

、
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を

低
減

。

下
三

永
福
本

高
架

橋
：

状
況

写
真

■
伐
採
木
・
間
伐
材
等
の
有
効
利
用

工
事

に
よ

り
発

生
す

る
伐

採
木

等
を

チ
ッ

プ
化
し
、
切
土
法
面
緑
化
の
植
生

基
材

及
び
盛

土
法

面
に

お
け

る
苗

木
植

栽
箇

所
な
ど
の
マ
ル
チ
ン
グ
材
と
し
て

利
用

す
る
こ

と
に

よ
り

伐
採

木
の

処
分

費
を

縮
減
。

チ
ッ

プ
化
し

て
苗

木
植

栽
箇

所
な

ど
の

マ
ル
チ
ン
グ
材
と
し
て
活
用

■
新
工
法
の
導
入

ア
フ
タ
ー
ボ
ン
ド
工
法
の
採
用
（
上
三
永
高
架
橋
：
H1
3年

度
完
）

ア
フ

タ
ー
ボ

ン
ド

工
法

は
、

プ
レ

ス
ト

レ
ス
コ

ン
ク
リ

ー
ト

橋
の

横
締

め
鋼

材
と

し
て
、

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
シ

ー
ス

内
に

Ｐ
Ｃ

鋼
材
及

び
エ
ポ

キ
シ

樹
脂

に
よ

る
グ

ラ
ウ

ト
充
填

を
施
し

て
一

体
と

し
た

工
場

製
作

の
Ｐ
Ｃ

鋼
材
を

使
用

す
る

工
法

で
す

。
・
現

場
で
の

グ
ラ

ウ
ト

充
填

作
業

が
不

要
に
な

る
た
め

、
コ

ス
ト

縮
減

、
工

程
短

縮
、

施
工

の
合
理

化
が

図
ら

れ
る

。
・
ポ

リ
エ
チ

レ
ン

シ
ー

ス
の

二
重

被
覆

に
よ
り

耐
久
性

が
向

上
。

・
PC

鋼
材

の
差

込
作

業
が

不
要

で
あ

る

た
め

、
安
全

性
が

向
上

。

上
三
永
高
架
橋
：
施
工
状
況
写
真

コ
ス
ト
縮

減
額

：
約
70
0万

円

コ
ス
ト
縮

減
額

：
約
1,
20
0万

円

コ
ス
ト
縮

減
額

：
約
3,
10
0万

円
コ
ス
ト
縮

減
額

：
約
16
,0
00

万
円

・
新

工
法

（
ア
フ
タ
ー
ボ
ン
ド
工

法
、
P
C
コ
ン
ボ
橋

）
の
導

入
に
よ
り
約

1
,9
0
0
万

円
の
コ
ス
ト
削

減
。

・
伐

採
木

・
間

伐
財

等
の
有

効
利

用
に
よ
り
約

3
,1
0
0
万

円
の
コ
ス
ト
削

減
。

・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低

減
（
耐

候
性

鋼
材

の
採

用
）
に
よ
り
約

1
6
,0
0
0
万

円
の
コ
ス
ト
削

減
。
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呉
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６
．
投

資
効

果
費
用
便
益

比
（
Ｂ
／
Ｃ
）

指
標

整
備

効
果

円
滑

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

確
保

空
港

へ
の

ア
ク
セ
ス
向

上
呉
市
（
JR

呉
駅
)か

ら
広

島
空

港
へ

の
リ
ム
ジ
ン
バ

ス
所

要
時

間
が

約
40

分
短
縮

（9
0分

→
50

分
）

物
流
効
率

化
の
支
援

港
湾

へ
の

ア
ク
セ
ス
向

上
山
陽
道
か
ら
重
要
港
湾
呉
港
（
国
際
コ
ン
テ
ナ
航
路
）
へ
の
所
要
時
間
が
約
5
5分

短
縮

（9
5分

→
40

分
）

安
全
で
安
心
な
く
ら
し
の
確
保

三
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
東
広
島
市
か
ら
呉
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
所
要
時
間
が
約
4
0分

短
縮

（9
0分

→
50

分
）

◆
投
資
効
果

◆
客
観
的
評

価
指
標

1
.9

10
0

21
5

34
64

37
80

13
9

18
72

20
10

全
体

事
業

項
目

残
事

業

費
用
（
C
）

81
5

事
業
費

67
6

維
持
管
理

費
13
9

便
益

額
（

B
）

36
56

走
行
時
間

短
縮
便
益

33
48

走
行
経
費

減
少
便
益

21
3

交
通
事
故

減
少
便
益

95

費
用
便
益

比
4
.5

※
所
要
時
間
は
Ｈ
17

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
混
雑
時
旅
行
速
度
を
も
と
に
算
出

便
益
計
測
対
象
項
目

内
容

走
行
時
間
短
縮
便

益
道
路
整
備
に
よ
り
、
周
辺
道
路
も
含
め
た
走
行
時
間
が
短
縮
さ
れ

る
効
果
を
貨
幣
価

値
と
し
て
計
測
す
る
。

走
行
経
費
減
少
便

益
道
路
整
備
に
よ
っ
て
混
雑
の
緩
和
等
走
行
条
件
が
改
善
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
走
行
す
る
た
め
に
必
要

な
費
用
の
減
少
量
と
し
て
計

測
す
る
。
走
行
経
費
に
は
燃
料
費
、
オ
イ
ル
費
、
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー

ブ
費
、
車
両
費
、
車
両
償
却
費
等
が
含
ま
れ
る
。

交
通
事
故
減
少
便

益
道
路
整
備
に
よ
っ
て
周
辺
道
路
の
交
通
量
が
減
少
す
る
こ
と
に
伴

う
交
通
事
故
に
よ
る
社
会
的
損
失
の
減
少
を
貨
幣

価
値
と
し
て
計

測
す
る
。
交
通
事
故
の
社
会
的
な
損
失
に
は
運
転

者
、
同
乗
者
、

歩
行
者
に
関
す
る
人
的
損
害
額
、
交
通
事
故
に
よ
り
損

壊
を
受
け

る
車
両
や
構
造
物
に
関
す
る
物
的

損
害
額
、
交
通
渋
滞
に
よ
る

損
失
額
が
含
ま
れ
る
。

費
用

便
益

比
の

算
出

条
件

費
用

便
益

比
の

算
出

条
件

走
行

時
間
短
縮
便

益
＋

走
行
経
費

減
少
便

益
＋

交
通
事
故

減
少
便
益

事
業
費

＋
維
持
管

理
費

適
用

マ
ニ
ュ
ア
ル

：
「
費

用
便

益
分

析
マ
ニ
ュ
ア
ル

」
（
平

成
１
５
年

８
月
：
国

土
交

通
省

道
路

局
都

市
・
地

域
整

備
局

）
基

準
年

次
：

平
成

１
９
年

検
討

年
数

：
供

用
後

４
０
年

事
業

費
：

現
在
価
値
事

業
費
＝

単
純
価
値

事
業
費

×
割
戻
率

便
益

：
＊

道
路
整
備
前

後
に
お
け
る
、

①
走
行
時

間
の
価

値
②
走
行

経
費
③

交
通
事
故

損
失
額

の
差

＊
上
記
金
額
は

、
O
D
（
Ｈ
１
１
セ
ン
サ

ス
ベ
ー
ス
Ｏ
Ｄ
表
）
に
よ
り
推

計
し
た

交
通

量
を
用

い
て
算

出
＊

部
分
供
用

時
に
発

生
す
る
便
益

も
含

め
て
算

出
費
用
及

び
便
益
額

等
に
つ
い
て
は

、
平

成
１
９
年
度

の
価
値

に
換
算

（
現
在

価
値
算

出
の
た
め
の

社
会

的
割
引
率

：
４
％

）

走
行

時
間
短
縮
便

益
＋

走
行
経
費

減
少
便

益
＋

交
通
事
故

減
少
便
益

事
業
費

＋
維
持
管

理
費

適
用

マ
ニ
ュ
ア
ル

：
「
費

用
便

益
分

析
マ
ニ
ュ
ア
ル

」
（
平

成
１
５
年

８
月
：
国

土
交

通
省

道
路

局
都

市
・
地

域
整

備
局

）
基

準
年

次
：

平
成

１
９
年

検
討

年
数

：
供

用
後

４
０
年

事
業

費
：

現
在

価
値
事

業
費
＝

単
純
価
値

事
業
費

×
割
戻
率

便
益

：
＊

道
路
整
備
前

後
に
お
け
る
、

①
走
行
時

間
の
価

値
②
走
行

経
費
③

交
通
事
故

損
失
額

の
差

＊
上
記
金
額
は

、
O
D
（
Ｈ
１
１
セ
ン
サ

ス
ベ
ー
ス
Ｏ
Ｄ
表
）
に
よ
り
推

計
し
た

交
通

量
を
用

い
て
算

出
＊

部
分
供
用

時
に
発

生
す
る
便
益

も
含

め
て
算

出
費
用
及

び
便
益
額

等
に
つ
い
て
は

、
平

成
１
９
年
度

の
価
値

に
換
算

（
現
在

価
値
算

出
の
た
め
の

社
会

的
割
引
率

：
４
％

）

Ｂ
／

Ｃ
＝

・
東

広
島

・
呉

道
路

の
費

用
便

益
比

（
Ｂ
／

Ｃ
）
は
、
１
．
９
（
全

体
事

業
）
、
４
．
５
（
残

事
業

）
と
な
り
、
便

益
が
費

用
を
上
回

っ
て
い
る
。

（
億
円
）
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東
広

島
・

呉
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路

◆
東
広
島
・
呉
道
路
は

①
拠

点
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
中

央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
）
、
沿

道
地

域
に
お
け
る
人

口
集

積
、
経

済
活

動
の

進
展
を
支
援
す
る
交
通
基
盤

②
広
島
都
市
圏
に
お
け
る
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
広

域
交
通
拠
点
（
広
島
空
港
、
呉
港
、

新
幹

線
東

広
島

駅
）
へ

の
ア
ク
セ
ス
向

上
に
寄

与

③
平
行
す
る
国
道
37
5号

か
ら
の

交
通

転
換

に
よ
り
、
現

道
の

渋
滞

緩
和

、
及

び
交

通
事

故
の

削
減

に
寄
与

◆
東
広
島
・
呉
道
路
整
備
の
費
用
便
益
比
は
、
１
．
９
（
全
事
業
）
、
４
．
５
（
残
事
業
）

東
広

島
・
呉

道
路

は
、
今

後
も
事

業
継

続
し
て
い
く
こ
と
が

妥
当

７
．
今

後
の

対
応

方
針
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